
４
月
30
日
の
任
期
満
了
を
も
ち 

ま
し
て
、
４
期
16
年
間
に

わ
た
る
町
長
職
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
平
成
19
年
５
月
よ
り
第
20
代
目

の
五
霞
町
長
に
就
任
し
、
今
日
ま
で

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
公
私
と
も
に

格
別
の
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、

無
事
に
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
長
就
任
に
あ
た
っ
て
は
、「
人

の
和
」
を
大
切
に
し
、
本
町
の
良
さ

で
あ
る
人
と
の
「
絆
」
を
ま
ち
づ
く

り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
み
ん

な
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
五
霞

町
」
の
実
現
に
向
け
全
力
で
町
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
就
任
直
後
の
最
重
要
課
題

は
、
財
政
の
健
全
化
で
し
た
。
公
平

な
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が

ら
、
一
方
で
高
金
利
の
地
方
債
を
低

利
率
で
借
り
換
え
し
借
入
残
高
を
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
ら
の
給
料

カ
ッ
ト
、
各
団
体
補
助
金
の
カ
ッ

ト
等
、
み
な
で
痛
み
を
分
か
ち
合
っ

て
、
2
年
間
で
危
機
的
状
況
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
21
年
に
当
時

の
本
県
選
出
で
あ
る
郡
司
彰
農
水
省

副
大
臣
に
ご
指
導
頂
き
、
準
工
業
用

地
と
し
て
当
初
の
構
想
か
ら
20
年
余

り
の
年
月
を
経
て
、
国
の
許
可
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
町

の
さ
ら
な
る
地
域
の
振
興
・
発
展
の

拠
点
と
し
て
、
五
霞
イ
ン
タ
ー
周
辺

開
発
が
着
工
さ
れ
、
圏
央
道
五
霞
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
た
事
に

よ
っ
て
産
業
立
地
の
優
位
性
も
飛
躍

的
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
も
苦
慮
し
た
こ
と
は

「
東
日
本
大
震
災
」
で
す
。
本
町
に

お
い
て
も
、
か
つ
て
な
い
震
度
5
強

を
記
録
し
、
屋
根
瓦
の
損
壊
等
の
物

的
被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
震
災
に
よ
り
人
間
の

知
識
や
進
歩
の
儚は

か
な

さ
と
、
底
知
れ
ぬ

自
然
の
脅
威
を
改
め
て
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
の

台
風
19
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ

り
、
本
町
で
初
め
て
全
住
民
へ
避
難

勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
町
長
と
し

て
の
責
務
を
果
た
す
使
命
感
と
自

ら
の
判
断
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
し

た
。
こ
の
災
害
対
応
で
大
き
な
教
訓

を
得
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

　
退
任
を
迎
え
る
今
、
町
長
と
し
て

や
り
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
業
も
あ

り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
ゴ
ー
ル

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
後
を
継
ぐ

人
が
立
派
に
完
成
し
て
く
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

み
な
さ
ま
に
は
一
層
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
こ
の
「
ふ
る
さ
と
五
霞
」
で
本
当

に
多
く
の
人
と
語
ら
い
、
県
内
及
び

近
隣
の
自
治
体
首
長
、
ま
た
、
県
町

村
会
長
と
し
て
全
国
各
県
の
町
村
会

長
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
が
、
私
の
大
き
な
宝
と
な

り
ま
し
た
。
16
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
政
の
舵
取
り
役
と
い
う
重
責

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
誇
り
に
思
い
、
町
民
の
ご
厚
情

に
改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、

退
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

【
写
真
で
振
り
返
る
16
年
】

①
上
空
か
ら
望
む
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
　

②
県
や
関
東
の
町
村
会
長
と
し
て
多

く
の
要
望
活
動
を
実
施
　
③
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

み
な
さ
ん
　
④
欠
か
せ
な
い
交
通
手

段
と
な
っ
た
「
ご
か
り
ん
号
」 

⑤

災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
や
研
修

を
実
施
　
⑥
台
風
19
号
に
よ
る
集
中

豪
雨
で
増
水
し
た
江
戸
川
　
⑦
若
者

が
多
く
集
ま
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
た

Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ 

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 

ｐ

ａ
ｒ
ｋ 

Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
　
⑧
国
体
の
炬

火
リ
レ
ー
に
年
男
と
し
て
自
ら
も
参

加
　
⑨
圏
央
道
開
通
イ
ベ
ン
ト
に
か

け
つ
け
た
「
ご
か
り
ん
」

染
谷
町
政
16
年
間
の

　
　
主
な
出
来
事
や
取
り
組
み

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

○
第
20
代
五
霞
町
長
に
就
任
。
染
谷
町
政
ス

タ
ー
ト

○
地
域
防
災
計
画
・
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・

職
員
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

○
第
３
子
以
降
へ
就
学
祝
金
交
付

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

○
山
王
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
工
事
完
了

○
学
童
保
育
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
充

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）

○
妊
婦
健
診
の
無
料
受
診
回
数
を
拡
充

○
第
２
期
五
霞
町
障
害
福
祉
計
画
策
定

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

○
第
５
次
五
霞
町
総
合
計
画
策
定

○
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
開
設

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

○
東
日
本
大
震
災
発
生
。
五
霞
町
で
は
震
度
５

強
を
観
測

○
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布

○
五
霞
み
ず
べ
公
園
開
園

平
成
24
年
（
２
０
１
2
年
）

○
五
霞
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ご
か
り

ん
』
誕
生

○
指
定
避
難
所
で
あ
る
公
共
施
設
へ
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
設
置

○
災
害
時
応
援
協
定
締
結
（
境
町
・
野
田
市
・

九
十
九
里
町
）

○
五
霞
町
史
刊
行

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

○
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
実
証
運
行
開
始

○
県
内
初
の
共
同
運
営
に
よ
る
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
構
築

○
道
の
駅
ご
か
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

○
東
・
西
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・
電
子

黒
板
・
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置

○
全
国
初
の
民
間
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
設
置
型
受

託
庁
方
式
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム
運
用
（
県
内
５

市
町
で
協
定
書
締
結
）

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

○
圏
央
道
五
霞
Ｉ
Ｃ
開
通

○
中
央
公
民
館
耐
震
化
工
事
・
講
堂
天
井
改
修

工
事
実
施

○
五
霞
町
結
婚
支
援
員
連
絡
会
を
設
置

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）

○
住
民
票
の
写
し
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

開
始

○
五
霞
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
『
ご
か
り
ん

号
』
本
格
運
行

○
消
防
団
へ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
を
整
備

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）

○
茨
城
県
町
村
会
会
長
に
就
任
（
在
任
５
年
６

か
月
）。
国
・
県
等
に
対
す
る
各
種
要
望
活

動
を
実
施

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
広
報
大
賞
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞

○
「
情
報
・
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
か
」
完
成

○
小
中
学
校
の
全
教
室
へ
エ
ア
コ
ン
整
備

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

○
子
ど
も
見
守
り
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
開
始

○
町
内
全
域
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

○
「
ご
か
っ
子
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
出
産
祝

い
金
・
小
学
校
等
入
学
祝
金
支
給

○
埼
玉
県
の
３
市
２
町
と
結
婚
支
援
広
域
連
携

協
定
を
締
結

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

○
五
霞
誕
生
１
３
０
周
年
記
念
式
典
開
催

○
『
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
』
炬
火
リ

レ
ー
・
五
霞
町
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催

○
台
風
19
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
初
の
避
難
勧

告
発
令

○
高
齢
者
社
会
参
加
促
進
「
い
き
い
き
活
動
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施

○
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

○
第
６
次
五
霞
町
総
合
計
画
策
定

○
役
場
庁
舎
等
の
複
合
化
基
本
構
想
を
策
定

○
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

完
了

○
小
学
校
統
合
お
よ
び
小
中
一
貫
教
育
基
本
方

針
を
策
定

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
八
っ

こ
」
設
置

○
水
害
時
一
時
避
難
所
（
山
王
）
を
整
備

○
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ 

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 

ｐ
ａ
ｒ
ｋ

Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
完
成

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

○
関
東
町
村
会
会
長
に
就
任
（
在
任
１
年
）

○
全
国
町
村
会
財
政
委
員
会
副
委
員
長
に
就
任

（
在
任
１
年
10
か
月
）

○
ご
か
み
ら
い
地
区
開
発
事
業
で
約
２
億
円
の

税
収
確
保
と
１
，
０
０
０
人
規
模
の
雇
用
を

創
出

○
統
合
後
の
小
学
校
名
を
「
五
霞
小
学
校
」
に

決
定

○
風
水
害
想
定
の
自
家
用
車
に
よ
る
避
難
訓
練

を
実
施

○
ご
か
り
ん
ク
ラ
ブ
ア
プ
リ
運
用
開
始

○
幸
手
境
線
バ
イ
パ
ス
（
令
和
橋
）
開
通

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
を
実
施

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
住
民
生
活
・
地
域
経
済

を
支
援

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

○
町
道
５
号
線
（
幸
主
地
内
）
開
通

○
移
動
ス
ー
パ
ー
が
ス
タ
ー
ト

○
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
が
文
科
大
臣
表
彰

○
３
年
ぶ
り
に
ふ
れ
あ
い
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

○
区
域
指
定
制
度
導
入

○
ラ
ジ
コ
ン
パ
ー
ク
G
o
k
a 

完
成
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前五霞町長　染谷　森雄●●

16年間を振り返って
　　退任のごあいさつ
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